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授業概要 

「子ども支援地域活動Ⅰ」は、子どもとかかわりながら子どもの育ちや地域活動が果たしている役割を学ぶとともに、教育学の専門性を伴

った実践的な能力の育成を図ります。 

受講する高校生の皆さんは、子ども教育学科が主催する「高校生のための子どもにかかわるボランティア講座」に参加し、保育学・教育学

を学ぶ大学生とともに子ども支援活動に取り組みます。支援活動後には、大学生とともに活動の振り返りを行いながらよりよい子どもの理解

仕方や支援技術を学びます。 

 

2 時間の子ども支援活動を 1 ポイントとし、１５ポイント以上を獲得することで１単位を修得できます。この単位は、本学子ども教育学科

入学後に取得単位として認定されます。 

ただし、１５ポイントに満たない場合でも、獲得したポイントは、子ども教育学科入学後に「子ども新地活動Ⅰ」のポイントとして繰り越

すことも可能です。 

 

関連する科目 子どもと地域、子ども支援地域活動Ⅱ 

授業の方法と進め方 

本授業は、子ども教育学科が主催する「高校生のための子どもにかかわるボランティア講座」に参加して、子ども支援活動に取り組み、活

動語はその活動振り返って学びを深めます。 

オリエンテーションはオンデマンド、中間報告はオンライン、活動報告会は対面で実施し、多様な方法での受講を通して大学での学修を体

験します。 

授業計画 

【第 1 回】 

 .事前指導-オリエンテーション（オンデマンド） 

  本活動のねらいや活動の概要の説明や本授業を通して活動した体験報告を聞いて、活動の見通しやねらいを設定します。 

授業計画 

【第 2 回】 

「高校生のための子どもにかかわるボランティア講座」の中から選択して子ども支援活動に取り組みます。 
授業計画 

【第 3 回】 

授業計画 

【第 4 回】 

授業計画 

【第 5 回】 

中間報告会 （オンライン） 

子ども支援地域活動Ⅰの履修学生と一緒に活動の報告とその協議を通して、今後の活動計画や事自己の課題を明確にします。 

授業計画 

【第 6 回】 

高校生のための子どもにかかわるボランティア講座」の中から選択して子ども支援活動に取り組みます。 

授業計画 

【第 7 回】 

授業計画 

【第 8 回】 

 活動報告会（対面） 

 子ども支援地域活動Ⅰの履修学生と一緒に活動の報告とその協議を通して、子ども支援活動を通した学びを深めながら、今後の子ども支援

活動の見通しを持ちます。  

授業の到達目標 
 (1)子どもたちの育ちに地域が果たす役割を学術的・実践的に学ぶ【知識・技能】 

 (2)子どもの活動を支援・主導するファシリテーターとしてのスキルの修得【判断・表現】 

学位授与の方針 

(DP)との関連 

2.汎用的技能を応用し活用する能力-(1)／2.汎用的技能を応用し活用する能力-(2)／3.人間力、社会性、国際性の涵養-(1)／3.人間力、 

社会性、国際性の涵養-(2) 

授業時間外の学習 

【予習】 

 子どもたちとの活動に備えて、ファシリテーターとしてのスキル(コミュニケーション、傾聴力など)や、危機管理能力の向上を図る 

ようにしてください。 

  



授業時間外の学習 

【復習】 

 子どもたちとの活動に備えて、ファシリテーターとしてのスキル(コミュニケーション、傾聴力など)や、危機管理能力の向上を図る 

ようにしてください。また、子どもたちとの活動後は、Google ホームにて振り返りをするようにしてください。 

課題に対する 

フィードバック 

子ども支援活動毎に振り返りや中間報告の際には、活動状況について指導・助言します。 また、活動報告会では、自己の学びと今後の活

動の見通しについて指導・助言をします。 

評価方法・基準 

 子ども支援活動１５ポイント(子ども支援活動２時間で１ポイント)を獲得した上で、以下の項目に基づいて評価します。 

 1)地域活動記録カード-50 点 

 2)中間報告-20 点 

 3)最終報告-30 点 

テキスト  必要に応じて資料を配布します。 

参考書  必要に応じて図書、資料を紹介します。 

備考 
  

 

 


